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　テクニカルコミュニケーションを有効に行うために獲得す
べき知識や能力、およびそれらの効率的な教育の支援を目的
とする研究をしています。現代社会における生活には、様々
な機器やサービスの利用は欠かせません。しかし、それらを
安全に選択し利用するには、その内容や使い方を様々な方法
で理解する必要があり、理解のためには、適切なコミュニケ
ーションが行われる必要があります。このコミュニケーショ
ンがテクニカルコミュニケーションです。国際標準
(IEC82079-1:2012) に、テクニカルコミュニケーションはその

　「テクニカルコミュニケーションなんて初めて聞いた！」と
いう方も多いかもしれませんね。授業では、現代社会におけ
るテクニカルコミュニケーションの存在及び必要性の認識、
そして、実習を通して、テクニカルコミュニケーションの実
現において求められる知識や能力の獲得を支援します。みな
さんには、それらを踏まえ、より有効なテクニカルコミュニ
ケーションの実現のためには、どのような知識や能力が求め
られるかについて考え、さらなる力をつけてほしいと思いま
す。

｜  メッセージ

ための知識・能力を持つ専門家が行わなければならない、と
明記されたことを受け、日本における人材育成が急務となり
ました。そこで私は、これまで大学教育において体系的には
行われてこなかったテクニカルコミュニケーション教育を、
「テクニカルコミュニケーター専門課程制度」という形で可視
化しました。現在は、この課程における中心科目である「テ
クニカルコミュニケーション」による学習内容を洗練させる
ことを目的とし、調査・研究を行っています。

1)  https://www.jtca.org/          2)  https://jtca.org/seminar/pro_program.html

　テクニカルコミュニケーション教育を普及させるべく、研
究概要に記した、テクニカルコミュニケーター専門課程委員
会の委員を、2013 年より務めています。2017 年からは、同
課程審査分科会主査及び制度普及促進分科会委員を兼任して
おり、現在施行されている課程の管理及び専門課程の普及に
努めています。その活動や展開については、テクニカルコミ
ュニケーションシンポジウムにて、毎年、発表を行っています。
また、一般財団法人テクニカルコミュニケーター協会評議員
を 2009 年より務めています。
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